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[1]   ２つの事象 A と B があり，それぞれの確率を ＝0.9， ＝0.8 とする．この

とき， の最大値と最小値を示し，それぞれを達成する事象 A，B の例を作成

せよ． 
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[2]  お年玉年賀葉書の最下位当選は、下２桁の数字が３組で指定される．年賀状が 100 枚

来た家庭で、１枚も当たらない確率をポアソン分布で近似して求めよ． 
  

[3]  連続な確率変数Ｘの関数 の期待値が の平均に一致することを，g が

単調増加関数の場合で示せ． 
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なお， の期待値とは，Ｘの確率密度関数を と記したとき )(Xg )(xfX
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   で定義されるもので，g の平均とは，Ｙ＝ の確率密度関数を と記した

とき 
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   で定義されるものである． 
  

[4]  ２項分布のモーメント母関数を求め、これより平均と分散を求めよ．   
  
[5]  ２つの離散確率変数ＸとＹの同時確率関数が下表のように与えられている．ＸとＹ

の共分散を求めよ． 
                  Ｙ 
              １   ２   ３ 
         １   1／6   1／6   0 
      Ｘ  ２      1／9     1／9    1／9 
         ３        0      1／6    1／6 
 
 
 


